


突
破
し
た
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付

金
」
な
ど
、
小
さ
な
町
に
対
す
る

大
き
な
期
待
が
、
今
、
全
国
か
ら

寄
せ
ら
れ
、
注
目
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

昨
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
商
業
活
性
化
施
設「
コ
コ
ワ
」は
、

町
民
多
数
の
ご
利
用
を
頂
き
新
し

い
活
動
拠
点
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の

記
録
も
４
，
５
０
０
日
を
目
指
し

て
交
通
安
全
協
会
が
中
心
と
な
り
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
推
進

し
て
お
り
ま
す
。
11
月
に
は
黒
千

石
事
業
協
同
組
合
が
第
5
回
デ
ィ

ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
の
宝
に
お
い

て
選
定
証
が
授
与
さ
れ
、
ス
ポ
ー

ツ
で
は
ド
ラ
ゴ
ン
キ
ッ
ズ
の
皆
さ

ん
が
全
道
大
会
に
４
度
出
場
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
北
竜
デ
ザ
イ
ン

「
あ
か
る
い
農
法
」
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
も
各
方
面
で
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
お

り
、
人
口
減
少
が
重
視
さ
れ
る
中

で
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
空

き
家
・
空
き
地
対
策
に
も
力
を
入

れ
、
定
住
促
進
・
子
育
て
支
援
の

継
続
・
拡
充
、
福
祉
、
医
療
、
保

健
の
充
実
、
教
育
の
振
興
を
図
り
、

平
成
31
年
度
に
お
い
て
は
新
し
い

保
育
所
の
建
設
と
公
園
整
備
を
図

っ
て
参
り
ま
す
。

　

今
年
は
5
月
に
元
号
が
改
正
さ

れ
「
平
成
」
の
年
号
が
終
わ
り
と

な
り
ま
す
。

　

本
年
開
町
１
２
７
年
目
を
迎
え

る
北
竜
町
は
、
一
望
で
き
る
美
し

い
田
園
と
豊
か
な
清
流
を
保
ち
、

先
人
の
築
か
れ
た
郷
土
を
こ
れ
か

ら
も
町
民
の
皆
さ
ん
と
守
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
お
一
人
お
ひ
と
り
が
生
き

生
き
と
心
豊
か
に
、
そ
し
て
、
思

い
や
り
を
持
ち
、
安
心
・
安
全
な

生
活
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
る
地

域
の
実
現
の
た
め
、
残
り
1
年
に

な
り
ま
し
た
私
の
町
長
と
し
て
の

任
期
中
、
尚
一
層
の
精
進
を
し
て

参
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
新
し

い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
明
る

く
ご
多
幸
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

の
影
響
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

で
あ
り
ま
す
「
第
32
回
北
竜
町
ひ

ま
わ
り
ま
つ
り
」
に
お
い
て
も
、

天
候
不
順
に
よ
り
、
ひ
ま
わ
り
の

花
も
小
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、「
ひ
ま
わ
り
の
里
」
に
咲

く
黄
色
い
絨
毯
に
は
、
過
去
２
番

目
の
２
６
８
，
０
０
０
人
の
観
光

客
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
い
い
ひ
ま
わ
り
を
咲
か
せ
る
た

め
の
協
力
募
金
」
で
は
、
毎
年
ボ

ラ
ン
タ
リ
ー
協
会
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
頂
き
、
沢
山
の
募
金
を
賜

り
ま
し
た
。
町
民
各
位
の
ご
理
解

と
ご
協
力
の
も
と
、
大
き
な
事
故

も
な
く
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
、
厚
く
感
謝
と
お
礼
を
申
し

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
ご
家

族
と
も
ど
も
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ

と
を
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
冬
は
厳
し
い
寒
さ
と
大
雪
に

見
舞
わ
れ
、
基
幹
産
業
で
あ
り
ま

す
農
作
業
に
大
変
憂
慮
し
た
春
先

と
な
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
6
月

上
旬
か
ら
長
雨
と
低
温
が
続
き
、

7
月
3
日
に
は
大
雨
に
よ
る
農
地

災
害
等
が
発
生
し
、
そ
の
後
も
不

安
定
な
天
候
と
な
り
、
稲
作
に
お

い
て
は
８
年
連
続
の
出
来
秋
と
は

な
ら
ず
、
大
変
残
念
な
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
麦
、
蕎
麦
、
大
豆
等

の
作
物
に
お
い
て
も
不
順
な
天
候

上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
日
本
全
国
で
自
然
災

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
特
に
9
月

6
日
に
発
生
し
た
「
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
（
震
度
7
）」
で
は
、

北
海
道
全
域
で
「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
」
が
起
こ
り
、
今
ま
で
に
経
験

し
た
こ
と
が
な
い
未
曽
有
の
状
況

と
な
り
ま
し
た
。
災
害
は「
い
つ
」

「
ど
こ
で
」
発
生
す
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が

い
ち
早
く
避
難
し
、
安
全
が
確
保

出
来
る
よ
う
、
今
後
各
町
内
会
が

中
心
と
な
り
「
自
主
防
災
組
織
」

を
立
ち
上
げ
、
行
政
も
避
難
訓
練

の
実
施
や
非
常
時
に
備
え
て
の
備

蓄
品
な
ど
を
購
入
し
、
災
害
に
強

い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
参
り
ま

す
。

　

我
が
ふ
る
さ
と
北
竜
町
は
、
人

口
減
少
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、

ひ
ま
わ
り
の
よ
う
に
明
る
く
元
気

な
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り
ま

す
。
第
46
回
日
本
農
業
賞
大
賞
を

受
賞
し
た
「
ひ
ま
わ
り
ラ
イ
ス
」

は
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
努
力

の
賜
物
で
あ
り
ま
す
し
、
日
清
オ

イ
リ
オ
グ
ル
ー
プ
の
支
援
を
受
け

て
復
活
し
た
「
燦
々
ひ
ま
わ
り

油
」「
焙
煎
ひ
ま
わ
り
油
」
の
販
売
、

そ
し
て
、
3
年
連
続
で
3
億
円
を

北
竜
町
長
　
　
佐
　
野
　
　
豊
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挨
拶
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意
の
政
策
提
言
を
し
ま
す
。

●
小
松
正
美
議
会
運
営
委
員
長
・

広
報
特
別
委
員
長
・
中
北
空
知
廃

棄
物
処
理
組
合
議
員 

… 

町
民
目

線
で
の
議
会
運
営
と
、
議
会
広
報

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

●
藤
井
雅
仁
常
任
委
員
会
副
委
員

長
・
学
校
給
食
組
合
議
員 

… 

常

任
委
員
会
活
動
の
充
実
に
努
め
、

町
政
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

●
北
島
勝
美
議
会
運
営
委
員
会
副

委
員
長
・
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
議

員 

… 

議
会
運
営
を
通
じ
、
提
案

型
の
政
策
発
信
を
し
ま
す
。

●
小
坂
一
行
監
査
委
員
・
衛
生
施

設
組
合
監
査
委
員 

… 

例
月
・
定

期
監
査
を
通
じ
、
行
政
の
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

■
議
会
事
務
局
か
ら

●
山
田
伸
裕
議
会
事
務
局
長 

… 

議
会
へ
の
意
見
・
要
望
・
請
願
な

ど
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

●
橋
本
僚
太
議
会
書
記 

… 

議
会

活
動
の
業
務
を
推
進
し
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
か
ん
が
え
て
い
き
ま
す
。

●
高
校
生
・
大
学
生
へ

　

通
学
の
為
に
朝
早
く
か
ら
通
う

人
や
、
進
学
に
よ
り
町
外
で
住
む

君
達
は
今
一
番
「
伸
び
て
い
る
」

時
期
で
す
。
ふ
る
さ
と
北
竜
を
い

つ
も
誇
り
に
想
い
、
夢
に
向
か
っ

て
進
ん
で
下
さ
い
。
い
つ
か
ど
こ

か
で
我
が
町
を
選
択
し
て
下
さ
い
。

●
働
き
盛
り
の
皆
さ
ま
へ

　

良
い
農
作
物
の
生
産
の
為
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
生
活
用
品
・
飲
食

を
提
供
す
る
為
、
道
路
や
農
地
を

整
備
す
る
為
、住
民
全
て
の
安
心
・

安
全
の
為
等
々
、
皆
さ
ん
今
年
も

元
気
で
稼
い
で
下
さ
い
。
利
益
多

か
れ
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
今
年
は
十

二
年
に
一
度
の
参
議
院
選
挙
と
統

一
地
方
選
挙
が
同
時
に
行
わ
れ
る

年
で
す
。
北
竜
町
も
二
月
に
、
四

年
に
一
度
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ

る
者
の
評
価
と
将
来
の
ま
ち
の
姿

を
決
め
て
い
く
た
め
の
町
議
会
議

員
選
挙
が
有
り
ま
す
。「
北
竜
町

を
ど
う
し
て
い
く
べ
き
か
」
の
大

切
な
選
挙
と
な
り
ま
す
。

●
こ
ど
も
た
ち
へ

 

こ
の
ま
ち
で
う
ま
れ
、
か
ぞ
く

に
あ
い
さ
れ
て
ス
ク
ス
ク
と
そ
だ

っ
た
き
み
た
ち
が
、
い
つ
ま
で
も

こ
の
ま
ち
に
い
て
く
れ
る
こ
と
を

ね
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

●
先
輩
の
皆
さ
ま
へ

　

高
齢
化
社
会
な
ど
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
現
役
で
仕

事
や
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
さ

れ
て
る
方
達
、
良
き
お
手
本
で
す
。

私
達
は
い
つ
も
か
つ
も
き
ち
ん
と

生
き
て
行
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

町
の
良
き
方
向
性
に
向
け
て「
喝
」

や
「
あ
っ
ぱ
れ
」
を
下
さ
い
。

　

昨
年
は
多
く
の
災
害
に
見
ま
わ
れ

た
年
で
有
り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
へ
の
お
悔
や
み
と
一
日
も

早
い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

■
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら

●
山
本
剛
嗣
副
議
長
・
予
算
決
算

特
別
委
員
長
・
広
域
水
道
企
業
団

議
員 

… 

効
果
的
予
算
執
行
に
向

け
是
々
非
々
で
注
視
し
、
住
民
福

祉
向
上
に
努
め
ま
す
。

●
松
永
毅
議
員
会
長
・
災
害
対
策

特
別
委
員
長
・
衛
生
施
設
組
合
議

員 

… 

予
測
の
つ
か
な
い
災
害
に

対
し
我
が
町
の
防
災
・
減
災
対
策

を
進
め
ま
す
。

●
佐
光
勉
総
務
産
業
常
任
委
員

長
・
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
長
・

消
防
組
合
議
員 

… 

行
政
執
行
に

つ
い
て
調
査
研
究
を
し
て
町
民
本

■北竜町

■北竜町議会

■北竜町監査委員

■北竜町教育委員会

■北竜町農業委員会

■北竜町選挙管理委員会

■北竜町公平委員会

■北竜町固定資産評価審査委員会

■北竜町国民健康保険運営協議会

■北竜町民生児童委員協議会

■深川地区消防組合北竜支署

■北竜消防団

■北竜町立診療所

■北竜町立歯科診療所

■特別養護老人ホーム北竜町永楽園

■株式会社北竜振興公社

■社会福祉法人北竜町社会福祉協議会

 
新
年
の
ご
挨
拶

 今年もよろしくお願いいたします

ひ
ま
わ
り
の
町
議
会
議
長
　
佐
々
木
　
康
宏

新年挨拶
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　この度、松田耕一氏（板谷町内会）が、秋の叙勲に

おいて藍綬褒章を受章されました。

　松田氏は農林業センサス調査員として８期、国勢調

査員として１０期、北海道農業基本調査員として２８

期と永年にわたり統計調査員として尽力された功績が

認められ、藍綬褒章の栄誉に浴されました。

　１２月４日には役場庁舎応接室において佐野町長よ

り褒章の伝達が行われました。

松田耕一氏

藍綬褒章受章

黒千石事業協同組合に「ディスカバー農山漁村の宝」優良事例表彰

　この度、地域の活性化に取り組む全国の優良事例

を国が選ぶ「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」（内

閣官房及び農林水産省共催）に、全国から応募のあ

った１，０１５件の中から３２地区が優良事例とし

て選定され、その中に見事、黒千石事業協同組合（高

田幸男理事長）が選ばれました。

　今回の受賞は、これまで数々の対面販売を重ね、

様々な商品開発に積極的に取り組んでこられた事や、

更なる安定供給を目指し、品種改良と栽培技術の向

上を図ってきた事が評価されたものです。

　１１月２２日には、今回選ばれた３２地区の代表

者が首相官邸に招かれ、黒千石事業協同組合の高田

幸男理事長に選定証が授与されました。

　その後、内閣総理大臣、官房長官、農林水産大臣

等出席のもと各地区の産品の試食や意見交換などが

行われ、また翌２３日には、選定された地区による

イベント販売が日本橋で開催されました。

　１１月３０日には高田理事長が町長室を訪れ、受

賞の報告を行い「栽培が難しい黒千石大豆を努力を

重ね心をこめて栽培してくれた組合員の方々、また

町長自らトップセールスに出向いていただき、日本

各地だけでなく海外にまで販路を広げて下さるなど、

沢山の方々のお陰で選定証をいただくことができま

した」と喜びを語られました。
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　１１月２０日より長野県で開催された日本ジュニア

カーリング大会において、教育委員会職員の清水野梨

希さんが所属する北海道代表チームが、見事優勝を果

たしその喜びを佐野町長に報告しました。

　１月３日からは、フィンランドで開催される世界ジ

ュニアＢカーリング選手権大会に出場することとなり、

佐野町長からお祝いと激励の言葉が贈られました。

清水野梨希さん

日本ジュニアカーリング大会優勝

　北竜ドラゴンキッズバレーボール少年団が、１１月

２４日に行われた雨竜町長杯争奪小学生バレーボール

大会において優勝し、今年度深川地区で５度目の栄冠

を手にしました。

　ドラゴンキッズは６月に全日本北北海道大会（１回

戦敗退）に、９月にふかがわカップ全道大会（準優勝）、

１１月には道北大会（２回戦進出）と北海道スポーツ

少年団交流大会（敢闘賞）の、合わせて４回の上位大

会に出場。主将の小菅あおいさん（６年生）からは「地

域のみなさんや指導者や保護者の方に支えられ、素晴

らしい経験をすることができました。ありがとうござ

いました」との感謝の言葉が寄せられました。

　また、１２月１日に行われた沼田教育長杯争奪５年

生大会では３位入賞するなど、これからますますの活

躍が期待されます。

北竜ドラゴンキッズ

大健闘！

　この度、平成３０年度全国民生委員児童委員大会に

おいて、北竜町より髙橋康詞民生委員・児童委員と中

村裕世民生委員・主任児童委員の２名が永年勤続民生

委員・児童委員表彰区分で平成３０年度全国民生委員

児童委員連合会会長表彰を受賞されました。

　１１月２２日に開催された北竜町民生委員協議会に

おいて、高橋副町長から表彰状が伝達されました。

　おふたりには平成１９年１２月から現在に至るまで、

１０年以上の永きにわたり、民生委員並びに児童委員

として社会福祉の増進に多大なるご尽力をいただいて

います。

平成30年度全国民生委員児童

委員連合会会長表彰伝達式
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　１１月１７日、公民館にて北竜町文化連盟創立５０

周年記念式典・祝賀会が執り行われました。

　桜心流剣詩舞会指導者による厳かな祝舞に始まり、

前会長の川田浩二氏、並びに各サークル指導者の方々

には文化功労賞が、サークル代表者と役員各位には５

０周年記念表彰が贈られ、全１５名の方に表彰が行わ

れました。

　山岸会長による挨拶では北竜町文化連盟のあゆみが

述べられ、また祝宴の際には、吉本事務局長の進行の

もと、剣誌舞、カラオケ、舞踊、太鼓、詩吟などのア

トラクションが披露され、会場は大いに盛り上がりま

した。

北竜町文化連盟

５０周年記念式典・祝賀会

 ■役場・土地改良区

   １２月２９日(土)～１月６日(日)まで閉庁

　　 　　　　　　　　（役場は日直者がいます）

　 ※１月４日(金）午前９時～午前１２時まで、

　　 証明書発行業務のみ行います。

     (住民票・印鑑証明書・戸籍)

 ■診療所

　 １２月２９日(土)～１月６日(日)まで休診

 ■歯科診療所

　 １２月２９日(土)～１月３日(木)まで休診

　 ※１月４日(金)午前９時～午前１２時まで

　　　診療いたします。

 ■ごみ処理場

　 ・北空知衛生センター

　   １２月３０日(日)～１月３日(木)まで休業

　 ・し尿収集業務

　   １２月２９日(土)～１月９日(水)まで休業

年末年始業務のお知らせ

 ■コミュニティスペース

   １２月１０日(月)～３月３１日(日)は、

   午前８時３０分～午後７時までの利用となります。

　※ただし１月１日は休館します。

    また多目的スペースは、元旦を除き

    事前の申し出により午後８時まで利用できます。

 ■スーパーマーケット

   ・１２月３１日(月)・１月２日(水)～６日(日)は、

     午前９時３０分～午後５時までの営業です。

   ・１月１日(火)は臨時休業します。

   ・１月７日(月)～３月３１日(日)は、

     午前９時３０分～午後６時３０分までの

     営業となります。

ココワ営業時間変更のお知らせ

皆様お気軽に町長室にお越し下さい。

１月の町長室開放デーは、１１日（金）です。
午前１０：００から１２：００まで　　午後２：００から４：００まで

佐野町長とのふれあいプロジェクト
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ＪＡきたそらち女性部北竜支部 フレッシュミズ副会長　浅野 香織

　１１月２３日～２６日の４日間、北竜地区代表

理事の北清裕邦さん、ひまわりライス生産組合か

ら後藤敦さん、永井稔さん、ＪＡ職員の渡辺主査、

フレッシュミズから新井陽子さん、竹林玲子さん、

浅野の総勢７名で沖縄へ視察研修に行きました。

　出発当日は吹雪の中、午前７時に北竜町を出発

し、１８時過ぎに那覇空港に到着。沖縄は、半袖

Ｔシャツに薄手のカーディガンで過ごせる、心地

の好い気候でした。

　最初の研修先となったのは、糸満市にある『ＪＡ

おきなわ』が運営するファーマーズマーケット『う

まんちゅ市場』。店内は広く、野菜・青果・精肉の他、

加工品や惣菜など数多くの品物が並んでおり、地

元の方はもちろん観光客にも楽しめるお店です。

　『うまんちゅ市場オープン１６周年感謝祭』の

イベントに私達も参加させて頂き、ひまわりライ

スの試食・販売を行いました。この日は、近郊で

もいくつかイベントが開催されており期待してい

たよりも客足は少なかった様ですが、それでも朝

から沢山のお客様が来店されていました。

　お客様との対面販売はほぼ経験がなく緊張して

いた私達でしたが、徐々に慣れてきて大きな声で

呼びかけ、試食のおにぎりを沢山の方に配りました。

　今回は、ななつぼし・おぼろづき・きたくりんを

店頭販売したのですが、それぞれの特徴を説明した

り、食べ比べなどをして頂き、メンバー全員が自信

をもって勧めた結果、どの品種も人気で中には何袋

もまとめて購入して下さるお客様もいました。

　沖縄の方は優しく、とてもフレンドリーで『い

つもななつぼしを食べていますよ』『本当！美味

しいね』と声をかけて頂き、私達が遥々北海道か

らやって来た事を話すと驚いて興味を持って下さ

る方もいました。

　北竜町のご当地ヒーロー『ノースドラゴン』の

ドラゴブルーが応援に駆けつけてくれましたが、

店頭に現れると小さな子供たちは大喜びで、嬉し

そうに握手をしたり、一緒に写真を撮ったり賑わ

いました。販売にも協力してくれて私達にとって

も頼もしいヒーローでした。

　その日の夜には懇親会があり、うまんちゅ市場

の職員の方はもちろん、私達のように特別販売

ブースで地域の特産品を販売していた美瑛町・兵

庫県六甲・和歌山県から来ていた方々と交流を図

ることが出来、楽しい時間を過ごしました。

　研修２日目、店頭販売は男性メンバーに託し、

私達はゴーヤ・レタス・島とうがらし・ミニトマ

トを栽培している農家へ視察に向かいました。

　ゴーヤはビニールハウスで１０月後半に植え付

けし、１２月から少しずつ収穫を始め、木に力を

付けて２月後半から３月にかけて本格的な収穫に

なります。長期採り出来る作物だそうで５月頃ま

で収穫出来る場合もあるそうです。

　レタスは路地に植えられていて、ちょうど収穫

したレタスの箱詰め作業が行われていました。

　沖縄の農家は夏の暑い日には仕事を休みにした

り、台風の対策に追われたりもしますが、実はそ

の台風が、害虫が減るなどのプラス面もあるそう

です。その様な話を聞いて、北海道の極寒と豪雪

になる冬の厳しさに少し似ている部分があるなと

感じました。

　なかなか経験することが出来ない沖縄での農家

視察はとても興味深いもので、メンバー全員が沢

山質問をし、多くの事を吸収することが出来ました。

　この研修を通し消費者の声を直に聞けた事で、

心を込めて作ったお米を沢山の方に美味しく食べ

て頂いている事を知り、とても嬉しく思うと同時

に、改めて農業はやりがいのある仕事だと実感す

る事が出来ました。これから先も頑張って美味し

いお米を作っていきたいです。

　今回、頼もしい男性メンバーと明るいフレッシュ

ミズメンバーと一緒に参加することが出来、本当

に楽しい４日間でした。道外研修というとても貴

重な体験をさせて頂きありがとうございました。

フレッシュミズ道外研修をおえて
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議会広報委員会Ｎｏ．３３１

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算(

第
３
号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
２
，
３
７
０
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

４
３
０
，
８
７
６
千
円
と
す
る
補

正
予
算
。

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
農
業
衆
宅

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
か
ら
３
０
２
千

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

１
１
１
，
６
５
５
千
円
と
す
る
補

正
予
算
。

原
案
可
決
　
（
追
加
議
案
）

○
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

発
議
　
　
　
（
追
加
議
案
）

○
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
第
４
回
定
例
会
は
12

月
６
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

承
認

○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
〔
平
成
30
年
度
北
竜

町
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
４
号)

に
つ
い
て
〕

○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
〔
平
成
30
年
度
北
竜

町
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

に
つ

い
て
〕

○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
〔
平
成
30
年
度
北
竜

町
農
業
集
落
排
水
事
業
及
び
個
別

排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て
〕

原
案
可
決

○
北
竜
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
市

町
村
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
５
号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
３
，
２
７
０
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
３
，

５
５
４
，
９
８
２
千
円
と
す
る
補

正
予
算
。

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
３

号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
か
ら
１
，
１
６
８

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

３
２
８
，
３
５
１
千
円
と
す
る
補

正
予
算
。

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
立
診
療
所

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
２

号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
２
８
１
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
１
０
４
，

４
３
７
千
円
と
す
る
補
正
予
算
。

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算(

第

１
号)
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
か
ら
１
，
３
９
５

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

３
４
，
２
０
５
千
円
と
す
る
補
正

予
算
。

○
北
竜
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
か
ら
７
３
千
円
を

減
額
し
、
予
算
総
額
を
３
０
１
，

８
１
７
千
円
と
す
る
補
正
予
算
。

原
案
可
決
　
（
追
加
議
案
）

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
６
号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
９
，
０
０
０
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
３
，

５
６
３
，
９
８
２
千
円
と
す
る
補

正
予
算
。

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
立
診
療
所

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
３

号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
１
０
５
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
１
０
４
，

５
４
２
千
円
と
す
る
補
正
予
算
。

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算(

第
３
号)

に

つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
５
９
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
３
０
１
，

８
７
６
千
円
と
す
る
補
正
予
算
。

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算(

第
４
号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
５
，
４
７
９
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

４
３
６
，
３
５
５
千
円
と
す
る
補

正
予
算
。

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

に
つ
い
て
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・
既
定
予
算
額
に
５
１
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
１
１
１
，

７
０
６
千
円
と
す
る
補
正
予
算
。

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係

省
庁
に
送
付
し
ま
し
た
。

○
日
米
物
品
貿
易
協
定
交
渉
に
関

す
る
意
見
書

○
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
防
災
・

減
災
事
業
の
推
進
を
求
め
る
意
見

書一
般
質
問

　

３
名
の
議
員
か
ら
３
件
の
一
般

質
問
が
あ
り
、
内
容
に
つ
い
て
は

２
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

　

近
年
、
身
の
回
り
で
納
得
の
い

か
な
い
事
が
多
い
。
色
々
と
新
し

い
事
が
出
て
お
り
、
言
い
方
に
よ

っ
て
は
前
向
き
と
も
言
え
る
が
、

物
事
に
よ
っ
て
は
再
考
す
る
事
も

必
要
だ
と
思
う
。
勇
み
足
に
な
ら

な
い
た
め
に
も
、
一
度
立
ち
止
ま

っ
て
前
後
を
見
直
す
必
要
も
あ
る

と
思
う
。

　

一
例
を
と
っ
て
も
今
、
町
で
は

「
あ
か
る
い
農
法
」
と
言
う
事
を

前
面
に
打
ち
出
し
た
事
で
、
従
来

の
ひ
ま
わ
り
の
姿
が
薄
れ
た
よ
う

に
感
じ
る
。
今
ま
で
ひ
ま
わ
り
へ

何
十
年
も
続
け
て
来
た
町
の
取
り

組
み
（
努
力
や
経
費
）
が
無
駄
に

な
る
の
で
は
な
い
の
か
心
配
で
あ

る
。
又
、
一
度
落
と
し
た
信
用
は

元
に
戻
す
の
は
今
よ
り
多
く
の
努

力
が
必
要
に
な
る
と
思
う
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
松
永　

毅
）

　平成３０年度の定期監査を１１月２６日～３０日に実施いたしましたので、その結果について

お知らせいたします。

　定期監査と言われている監査は会計年度中、少なくとも１回以上行わなければならない監査で

あり、一般会計と７つの特別会計を合わせた８会計を対象とし財務に関する事務の執行、及び経

営に係わる事業の管理を監査するものであります。

　監査は事務の所管などから事前に提出を求めた資料や、監査委員が特に提出を求めた関係書類

を審査しつつ職員から事情聴取を行い実施いたしました。

　監査の結果は次のように３つに区分し整理いたしました。

　・１つ目に、是正又は改善を求めることが必要な「指摘事項」

　・２つ目に、指摘事項に該当するがその内容が軽易な「指導事項」

　・３つ目に、改善を求める事項が制度などに起因するもので、その制度において

　　検討を求める「検討事項」

　監査の結果、指摘事項は確認されませんでしたが、指導事項で是正を求めるものが７件。また、

検討すべきものとされたものが５件見られました。

　いずれも行政運営に大きな影響を与える内容のものではありませんでした。

　今回の定期監査結果を真摯に受け止め、今後においても正確な財務に関する事務執行を期待す

るものであります。

北竜町監査委員　板垣 義一

　　　同　　　  小坂 一行

監査委員からのお知らせ
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北竜町の決算状況をお知らせします
平成２９年度決算報告

みなさんが納める税金や、国、道からの補助金は、私たちの生活をよりよく
するためにさまざまな形で使われています。
平成２９年度どのくらいの収入(歳入)があり、そしてどのように使われたの
か(歳出)を皆さんの生活に最も関わりの深い一般会計を中心に公表します。

■一般会計 税金などを使って町の基本的な運営や行政サービスを
行う会計です。



11 平成３１年１月号

平成２９年度決算報告

●地方債残高の推移

●町税の推移

●町税の負担状況

●町税の内訳

●基金残高の推移
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平成２９年度決算報告

一般会計の決算額を町民の皆さん一世帯当たりの家計簿にしてみました

北 竜 町 の 家 計 簿

平成２９年度

　ここでは、平成２９年度決算の一般会計の歳

入決算総額４２億７，３５１万円と歳出決算総額

４２億２，３０８万円を、３月末現在の世帯で町民１

世帯当たりの金額に計算し、家計簿に置き換えてみま

した。

　収入合計は約５１１万円で、主なものは給料とパー

ト収入が約３３万円、親からの仕送り約２５３万円と

ローン借入金約９０万円、定期預金解約約６８万円、

その他雑収入約５６万円となっています。

　支出合計は約５０５万円で、食費など日常生活費に

約５２万円、光熱水費・衣服購入費・家の設備点検費･

その他雑費に約５９万円、会費・保険料・謝礼・親戚

への援助などに約８７万円、住宅ローンなどの返済に

約５３万円、家の増改築費に約１５２万円かかってお

り、また、将来への備えのため、定期預金へ４５万円

積み立てしています。

　家計の現状は、収入において、親からの仕送りや財

布に残っていたお金が減り、給料やパート収入、ロー

ン借入金、定期預金解約などが増えており、収入の大

半を親からの仕送りやローン借入金、定期預金解約に

頼っている状況となっています。

　一方、支出においては、食費など日常生活費が減り、

親戚への援助、家の増改築費、定期預金への積み立て

などが増えています。また、親からの仕送りが減る一

方で、住宅ローンを返済しながら、新たなローン借入

や定期預金解約などにより、古くなった家の大規模な

増改築や親戚への援助、医療費・教育費の支払いなど

を行っており、苦しい状況ではありましたが、収入の

一部を将来の家の建て替えなどに備え定期預金に積

み立てしています。　

　今後は、親からの仕送りがさらに減る一方で、医療

費・教育費、子どもへの仕送り、ローン返済、家の増

改築費が増加し、当面は苦しい状況が続くことが見込

まれるので、日常生活費や光熱水費などの節約を徹底

するとともに、家の増改築では実施箇所に優先順位を

つけ、計画的・効率的に進めていく必要があります。

また、将来への備えのため、定期預金への積み立てを

計画的に行っていくことも必要です。
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町の一般会計の経費ってどれに当てはまるの？

給料 … 町民税、固定資産税などの

町税。

パート収入 … 保育所の保育料、住

宅使用料、各種証明手数料など。

親からの仕送り … 地方交付税や国・

道の補助金など。

ローン借入金 … 社会資本整備のた

め国などから借りた借金。

定期預金解約 … 収入不足を補うた

め、また特定の事業に使うために積

み立てていた基金からの繰入金。

財布に残っていたお金 … 前年度か

らの繰越金。

預金利息など … 基金利息や土地売

り払い収入などの財産収入。

返済してもらった貸付金 … 貸付金

元利収入。

その他雑収入 … 寄付金、諸収入など。

食費など日常生活費 … 職員給など

の人件費。

光熱水費/衣服購入費/家の設備点検

費/その他雑費 … 需要費/委託料/

備品購入費などの物件費。

医療費/教育費 … 法律に基づく医

療/児童/老人/障がい者等に係る給

付費などの扶助費。

家/車の修理費 … 施設/車両の修繕

などの維持補修費。

会費/保険料/謝礼/親戚への援助な

ど … 広域で実施する消防/ゴミ処

理施設/学校給食組合への負担金/ふ

るさと納税謝礼や各種団体などへの

助成金/補助金などの補助費等。

子どもへの仕送り … 診療所事業、

各種保険事業、特別養護老人ホーム

事業、下水道事業など特別会計への

繰出金。

ローン返済 … 社会資本整備の財源

として過去に借りた借金の元利償還

金。（公債費）

家の増改築費 … 道路、公営住宅、碧

水地域支え合いセンター、北竜温泉

などの施設整備費。（普通建設事業費）

親戚/友人への貸付 … 奨学貸付金

などの貸付金。

株などへの投資/出資 … 株式など

の投資や簡易水道事業への出資金な

ど。

定期預金への積み立て … 将来に向

けた蓄え、特定の事業に使うための

積立金。（基金積立金）

 ■平成２９年度一般会計の主な事業 
■総務費

○北竜町PR動画制作事業

○地方公会計制度推進事業　

○減債基金積立事業　

○公共施設整備基金積立事業　

○公用車車庫新設事業

○ふるさと納税推進事業

○地域おこし協力隊事業

○総合計画策定事業

○北竜町青春エール助成事業

○地域力創造事業

○生活交通確保対策事業

○地域公共交通事業

○民間賃貸住宅建設促進事業

○ひまわりの里ライトアップ事業

○定住促進対策事業（持ち家取得奨励事業）

○高齢者運転免許証自主返納サポート事業

○ひまわり街路灯設置事業

○防災対策推進事業

○社会保障・税番号制度事業

■民生費

○北竜温泉優待事業

○高齢者等生活支援・生きがい対策事業

○介護予防支援事業

○福祉灯油等購入助成事業

○高齢者世帯等除雪費助成事業

○臨時福祉給付金事業

○碧水地域支え合いセンター整備事業

○コスモス事業用バス購入事業

○障害者自立支援給付事業

○出産祝金支給事業

○和保育所保育料減免事業

○保育所施設整備事業

■衛生費

○地域医療体制支援事業

○不妊治療費助成事業

○妊婦健康診査事業

○妊婦健康診査交通費助成事業

○小児予防接種事業

○がん検診推進事業

○人間ドック料金助成事業

○乳幼児等医療費一部負担金助成事業

■農林水産業費

○特産品PR推進事業

○中山間地域等直接支払推進事業

○多面的機能支払事業

○黒千石大豆作付奨励事業

○特産品栽培ハウス支援事業

○農業体験実習生受入事業

○農業後継者確保育成事業

○新規就農者誘致促進事業

○ひまわりバンク事業

○経営体育成支援事業

○有害鳥獣駆除対策事業

○道営農業農村整備事業

○未来につなぐ森づくり推進事業

　

（単位：千円）

454

2,566

23,097

200,050

7,506

383,862

8,383

5,969

3,108

48,864

7,465

3,288

5,000

810

6,000

425

3,672

1,492

6,886

（単位：千円）

1,936

11,854

10,200

1,118

1,483

7,806

1,728

4,935

71,311

2,000

4,404

20,391

（単位：千円）

1,757

327

1,038

276

4,125

3,072

1,549

3,645

（単位：千円）

584

113,985

96,976

621

3,936

4,195

850

3,227

2,910

13,870

10,888

29,620

4,114

平成２９年度決算報告



14

■特別会計 特定の事業のために一般会計とは別に保険料や使用料など
の特定の収入により運営する会計です。

平成２９年度決算報告

■商工費

○商工業活性化推進事業

○商業活性化施設管理運営支援事業

○商業活性化施設整備支援事業

○観光ＰＲ推進事業

○ひまわり観光協会支援事業

○ひまわりの里整備事業（遊覧車専用道新設）

○ノンノの森環境美化事業

○サンフラワーパーク北竜温泉施設整備事業

■土木費

○除排雪対策事業

○培本社古作線道路拡幅事業

○橋梁維持管理事業（長寿命化事業）

○河川維持管理事業（護岸補修工事他）

○なごみ団地住宅建設事業

■消防費

○深川地区消防組合負担金事業

■教育費

○外国語教育推進事業

○小学校入学祝金支給事業

○奨学資金貸付事業

○小学校学習支援員配置事業

○小学校学校給食費助成事業

○小学校修学旅行費助成事業

○中学校学習支援員配置事業

○中学校学校給食費助成事業

○中学校修学旅行費助成事業

○町営野球場管理運営事業

　（バックスクリーン改修）

（単位：千円）

2,901

5,154

338,058

2,470

4,700

13,565

3,021

570,710

（単位：千円）

42,770

28,777

49,691

9,614

68,179

（単位：千円）

99,343

（単位：千円）

4,930

800

3,907

1,007

2,743

100

797

1,753

560

1,258

 ■平成２９年度特別会計の主な事業 
■国民健康保険特別会計

○国民健康保険広域化推進事業

■町立診療所事業特別会計

○町立診療所医療用機器購入事業（血液分析器）

○町立歯科診療所維持管理事業

■介護保険特別会計

○介護保険事業計画策定事業

○介護予防・生活支援サービス事業

○一般介護予防事業

　（まるごと元気アッププログラム）

○地域リハビリテーション活動支援事業

○在宅医療介護連携推進事業

○認知症総合支援事業

■特別老後老人ホーム事業特別会計

○除雪機購入事業

○業務用全自動洗濯機購入事業

■農業集落排水事業及び個別排水処理事業特別会計

○経営戦略策定事業

○浄化センター維持管理事業

○管路等維持管理事業

○集落排水施設機能診断事業

○浄化センター整備事業（非常用発電設備更新）

○浄化槽整備事業（合併浄化槽設置）

■簡易水道事業会計

○簡易水道事業アセットマネジメント策定事業

○簡易水道施設整備（生活基盤近代化）事業

○水道管整備事業

○水道消火栓新設・更新事業

（単位：千円）

25,546

（単位：千円）

924

1,727

（単位：千円）

1,138

2,182

1,774

841

1,413

2,457

（単位：千円）

896

2,462

（単位：千円）

3,370

24,000

2,661

3,424

11,880

3,227

（単位：千円）

3,434

117,563

21,028

4,892
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■初任給・職員の平均給与額・平均年齢状況
(一般行政職 H30年4月1日現在)

■特別職・議会議員の報酬等
(H30年12月1日現在)

■ラスパイレス指数

職員の給与等の状況

国家公務員を100とした場合の本町の給与水準です。

■人件費(普通会計決算)

職員や特別職(町長･副町長･議員･各種委員等)に支給される給料･報酬･共済費です。

■職員給与費(普通会計決算)人件費の中の職員給与費と諸手当です。

人件費の中の職員給与費と諸手当です。

平成２９年度決算報告
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今
月
の
行
政
相
談

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
又
は
要
望
や
意
見
な
ど

を
受
付
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
口
頭
、
電
話
、

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
付

て
い
ま
す
。

今
月
の
定
例
相
談
日

　

１
月
15
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員

　

長
谷
川 

秀
幸

　
　

℡
３
４
・
２
６
１
１

■夜間急病テレホンセンター ℡ 22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、
　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

1/1
（火）

深川市立病院
℡ 22-1101

きたじま歯科クリニック
℡ 26-8881

1/2
（水）

深川市立病院
℡ 22-1101

伊東歯科医院
℡ 23-5501

1/3
（木）

深川市立病院
℡ 22-1101

木村きよし歯科
℡ 23-3886

1/6
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

若葉台病院
℡ 0125-75-2266

1/13
（日）

北海道中央病院
℡ 22-2135

あむデンタルクリニック
歯科口腔外科
℡ 0124-27-7313

1/14
（月）

深川第一病院
℡ 23-3511

はらおか歯科医院
℡ 0125-22-5678

1/20
（日）

深川市立病院
(担当医・児島医院
       院長 児島 俊一）

℡ 22-1101

いち花歯科クリニック
℡ 0124-22-2207

1/27
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

アヒコ歯科医院
℡ 0125-24-8711

2/3
（日）

深川市立病院
(担当医・吉田医院医師）

℡ 22-1101

たまの歯科医院
℡ 0124-22-1221

休　日　当　番　医

ピカピカキッズ
　○日  時　1月11日（金）10:00～11:30

　　場  所　和保育所

　　内  容　鑑賞体験講座「太鼓」

北竜町地域子育て支援センター
℡ ３４ー３６７７

　○日  時　1月7日（月）10:00～11:30

　　場  所　和保育所内 支援センター室

　　内　容　お正月「お楽しみ会」

　　持ち物　暖かい服装

　○日  時　1月23日（水）10:00～11:30

　　場  所　和保育所

　　内　容　和保育所自由開放／お弁当体験

　　持ち物　お弁当体験参加者は親子のお弁当

　○日  時　2月6日（水）10:00～11:30

　　場  所　和保育所

　　内　容　戸外雪遊び

　　持ち物　雪遊びができる服装

防
災
無
線
の

放
送
時
刻
に
つ
い
て

　

夏
期
間
と
冬
期
間
で
防
災
無
線

の
定
時
放
送
時
刻
が
次
の
通
り
変

更
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
夏
期
間

　

・
朝　

午
前
６
時
11
分
よ
り

　

・
昼　

午
後
0
時
16
分
よ
り

　

・
夜　

午
後
７
時
11
分
よ
り

■
11
月
か
ら
３
月
ま
で
の
冬
期
間

　

・
朝　

午
前
６
時
46
分
よ
り

　

・
昼　

午
後
0
時
16
分
よ
り

　

・
夜　

午
後
６
時
31
分
よ
り

な
お
、各
地
区
毎
（
町
内
会
単
位
）

の
無
線
放
送
は
、
定
時
放
送
が
終

了
次
第
、
放
送
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
振
興
課
広
報
統
計
係

　

℡
３
４
・
２
１
１
１

ちびっこひろば



17 平成３１年１月号

１月の保健行事
すこやかセンター親子自由開放

 10日(木) 10:00～16:00

　　　　  すこやかセンター

乳幼児健診

 16日(水) 12:00～

　　　　  すこやかセンター

ヘルシー講座

 21日(月) 10:00～13:00

　　　　  すこやかセンター

健康相談

 23日(水) 10:00～11:00

　　　　  すこやかセンター

　　　　  13:30～14:30

　　　　  碧水地域支え合いセンター

平
成
30
年
度

    

自
衛
官
等
募
集
案
内

●
自
衛
官
候
補
生
（
男
女
）

応
募
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定

月
の
１
日
現
在
、
18
歳
以
上
33
歳

未
満
の
男
女

受
付
期
間

　

通
年

試
験
期
日

　

２
月
17
日(

日)

・
18
日(

月)

の

い
ず
れ
か
１
日

試
験
会
場

　

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

※
予
備
自
衛
官
補
の
募
集
も
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

■
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
南

地
区
隊

 

℡
０
１
６
６
・
５
４
・
５
６
１
７

■
役
場
総
務
課
庶
務
係

 

℡
３
４
・
２
１
１
１

■
募
集
相
談
員

中
島
則
明
・
村
上
勝
博
・
高
橋
敬
子

農
業
後
継
者
に
対
す
る

結
婚
相
談
所
の
開
設

　

北
竜
町
農
村
後
継
者
対
策
推
進

協
議
会
主
催
に
よ
る
結
婚
相
談
所

を
次
の
と
お
り
開
設
い
た
し
ま
す
。

　

結
婚
に
関
す
る
ご
相
談
等
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

日
時　

１
月
17
日 (

木)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所

　

公
民
館　

第
一
研
修
室

担
当
相
談
員

　

杉
本 

友
恵 

相
談
員(

三
谷
）

　

中
山 

雅
恵 

相
談
員（
美
葉
牛
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

　

北
竜
町
農
村
後
継
者
対
策
推
進

　

協
議
会

　
（
事
務
局:

産
業
課
農
業
担
い
手
係
）

　

℡
３
４
・
２
１
１
１

●
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と

　
　
　
　
　
　
慎
重
な
運
転
を

　

冬
道
で
は
、
ス
リ
ッ
プ
に
よ
る

正
面
衝
突
の
死
亡
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と

路
面
状
況
に
あ
わ
せ
た
慎
重
な
運

転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
交
差
点
に
注
意

　

雪
山
で
見
通
し
が
悪
い
交
差
点

な
ど
で
は
「
車
が
来
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
」「
歩
行
者
が
横
断
し

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
危
険

を
予
測
し
て
、
徐
行
と
安
全
確
認

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

●
悪
天
候
に
注
意

　

吹
雪
や
大
雪
な
ど
悪
天
候
時
の

運
転
は
、
吹
き
だ
ま
り
や
視
界
不

良
に
よ
る
立
往
生
な
ど
の
危
険
が

伴
い
ま
す
の
で
、
不
要
な
外
出
は

控
え
ま
し
ょ
う
。

　

や
む
を
得
ず
車
で
外
出
す
る
と

き
は
、
事
前
に
道
路
情
報
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
防
寒
具
や
ス
コ

ッ
プ
等
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

　●
明
る
い
服
装
と
反
射
材
の
装
着

　

歩
行
者
の
方
は
、
薄
暮
時
や
夜

間
に
外
出
す
る
時
に
は
、
白
色
・

黄
色
・
赤
色
な
ど
の
明
る
い
色
の

服
を
着
る
こ
と
や
、
反
射
材
、
ラ

イ
ト
等
を
身
に
つ
け
て
、
自
分
の

存
在
を
周
囲
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

冬
道
で
の
交
通
事
故
防
止

まちの動き
１２月１日現在（前月比）

世帯数　８３７世帯(－１)

 人口 １, ８６４人(－２)

　男　　　８９２人(－１)

　女　　　９７２人(－１)
（外国人含）

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
の

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

　

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
に
つ
き
ま

し
て
は
、
必
ず
使
い
切
っ
て
可
燃

ご
み
と
し
て
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
様
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
住
民
課
町
民
生
活
係

　

℡
３
４
・
２
１
１
１
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生
前
の
お
礼
と
し
て

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

  

札
幌
市  

南
波  

巌    

様

寄
付

　

永
楽
園
へ

　
　

板
谷　

  

松
田  

耕
一  

様

　
　

和　
　

  

中
島  

則
明  

様

　
　

滝
川
市　

晒
谷  

純
子  

様

　
　

札
幌
市  

南
波  

巌 　

 

様

■
ご
結
婚
お
め
で
と
う

板
谷　
　

 

四
辻  

和
也  

さ
ん

板
谷　
　

 

岩
淺　

好
美  

さ
ん

三
谷 　

  

小
松  

修　

  

さ
ん

札
幌
市 　

佐
竹　

由
美  

さ
ん

■
お
誕
生
お
め
で
と
う

板
谷    

川
村　

花
は
な  

ち
ゃ
ん　
　

　
　
　
　
　
　

 　

   

（
11
月
27
日
）

　
　
　

  

祐
太
さ
ん
・
ま
り
子
さ
ん

■
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

美
葉
牛　

中
村 

ふ
た
子 

氏 

92
歳

　
　
　

 　
　
　
　
　

 

（
11
月
16
日
）

北竜町の事件・事故の発生状況（11月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数 町民が町外で
第１当事者となった
人身事故件数事務所

荒らし
倉庫
荒らし

空き巣
車上
狙い

その他 合計

平成30年 ０ ０ １ ０ ０ １

平成29年 ０ ０ ０ ２ ０ ２

人 身 事 故 物 損 事 故

平成30年 １ 平成30年 47

平成29年 ０ 平成29年 61

平成30年 ０

平成29年 ２

黒
田
武
士
小
春
を
太
刀
の
祝
の
舞  

　
　
　
　 

山
本
玲
子

親
超
え
て
育
つ
子
の
樹
や
雪
囲  

　
　
　
　
　 

阿
部
れ
い
子

ト
ン
ネ
ル
を
超
え
ト
ン
ネ
ル
や
開
戦
日  

　
　 

吉
尾
広
子

壁
奥
の
湧
き
く
る
声
や
雪
山
河  

　
　
　
　
　 

山
岸
正
俊

根
雪
な
る
備
え
万
端
門
構
え  

　
　
　
　
　
　 

山
下
好
晴

湯
豆
腐
の
浮
き
立
つ
心
恋
心  

　
　
　
　
　
　 

佐
光
久
美
子

ふ
る
さ
と
は
も
う
遠
す
ぎ
て
白
鳥
来         

杉
本
隆
文

色
褪
せ
し
落
葉
を
つ
つ
む
薄
陽
射
す  

　
　
　 

高
田
紀
子

●仕事はチームで行い、チームの中で情報共有を図ることで休みやすい職場環境にしましょう。

●年次有給休暇の「計画的付与制度」を導入しましょう。

●土日・祝日にプラスワン休暇して、連続休暇にしましょう。

労使一体となって計画的に年次有給休暇を取得しましょう。

《 働いている皆さんへ 》

　年次有給休暇の取得は、会社に申し出ることが必要です。仕事を計画的に進めるのと同様に、年次有給

休暇についても、職場と調和を図り、計画的に取得しましょう。

《 経営者の皆さんへ 》

　年末年始の事業計画を検討するに当たっては、従業員の年次有給休暇取得を考慮しましょう。

　また、労使協定を結べば、計画的に年次有給休暇の取得日を割り振ることができる制度（計画的付与制

度）もあります。年次有給休暇を取得しやすい環境づくりに取り組みましょう。

厚生労働省｜都道府県労働局｜労働基準監督署



19 平成３１年１月号

　　■　選　挙　の　事　由　　平成３１年３月３０日任期満了による

　　■　選挙すべき議員の数　　８人

　　■　選　 挙 　期 　日　　平成３１年２月２８日(木)

　　■　選　挙　告　示　日　　平成３１年２月２３日(土)

　　■　立候補予定者説明会　　日　　時　　平成３１年１月２８日(月)午後１時３０分予定

　　　　　　　　　　　　　　　場　　所　　北竜町役場２階会議室

　　　　　　　　　　　　　　　参集人員　　立候補者１人につき３人以内(立候補本人を含む)

　任期満了による北竜町議会議員選挙は１２月１日開催の選挙管理委員会において

次のとおり決定されました。

北竜町議会議員選挙の執行について

雨竜町でも無料法律相談が実施されますので併せてご利用ください

（北竜町民も相談できます）。

　   ■日　時　　　１月２５日（金）

                 　午後１時～午後４時

　   ■場　所　　　雨竜町ふれあいセンター

　   ■相談弁護士　旭川弁護士会所属　深川総合法律事務所　石井洋文弁護士

　   ■予約受付　　雨竜町役場総務課　℡０１２５－７７－２２１１

　借金、離婚、相続・遺言、不動産、消費者問題や「これは法律問題なんだろうか？」など

の日頃の悩みを弁護士に相談してみませんか？

　旭川弁護士会では、普段弁護士がいない地域の住民が弁護士に相談をできるよう「無料法

律相談」を開催しています。

　   ■日　時　　　２月８日（金）

　　　　　　　　 　午後１時３０分～午後４時３０分

　   ■場　所　　　公民館（和室）

　   ■相談弁護士　旭川弁護士会所属　深川総合法律事務所　石井洋文弁護士

　   ■予約受付　　役場総務課庶務係　℡３４－２１１１

　     　　　　　　先着順で予約制とします。当日空きがある場合は受付いたします。

　     　　　　　　※申込が多数の場合は、お受けできないことがあります。

旭川弁護士会　無料法律相談 in 北竜
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２０歳になったら国民年金

　２０歳になり、大人の仲間入りをすると、多くの権利と同時に義務も生じてきます。そのひと

つとして国民年金があり、国内に住所を有する２０歳から６０歳までの厚生年金や共済年金に加

入していない全ての方が加入することになっています。( ２０歳を迎えたら、国民年金の第１号

被保険者になるための手続きを、ご自身で行ってください。ただし、第２号、第３号被保険者に

該当する場合を除きます。）

　年金なんて先の事と思うでしょうが、老後の備えとしてだけではなく、

病気や事故で障がいが残った時など、働くことができなくなった時の生活

を支えてくれます。

　そのためには、国民年金に加入し、保険料をきちんと納めていなければ

なりません。学生などの収入が少ない方は、保険料の猶予や免除などの制

度もありますので、お気軽にご相談ください。

■問い合わせ先　砂川年金事務所　　　　　℡０１２５-５２-２１４４
　　　　　　　　役場住民課戸籍年金係　　℡３４－２１１１

本町に住所を有する難病患者（国及び北海道が指定する指定難病・特定疾患者）

の方に対し、通院費の一部を助成致しますので、該当される方は申請されますよ

うお知らせ致します。

■受給者証サンプル

※受給者証は、白とクリー
ム色の２種類あります。

①対象者

　　深川保健所より「特定医療費（指定難病）受給者証」の

　　交付を受けている難病患者の方

②申請期間

　　平成３１年１月７日（月）から１月３１日（木）まで

③申請場所

　　役場住民課福祉係

④申請に必要なもの

　　① 特定医療費（指定難病）受給者証

　　② 印鑑

　　③ 口座振替を行う金融機関の口座番号

※なお、この助成は、毎年１月に申請を行っていただくことにより、

受給資格が発生します。

※平成２０年９月３０日にて北海道の経過措置が終了してい
るため、ウイルス性肝炎・橋本病患者の方は対象外となります。

◎難病患者通院費の助成について



21 平成３１年１月号

◆発送月・対象診療月

◆医療費通知の活用例

◆医療費控除の申告について

◆注意事項

～医療費通知～

後期高齢者医療制度のお知らせ

問い合わせ先

 北海道後期高齢者医療広域連合
 〒０６０－００６２
 札幌市中央区南２条西１４丁目国保会館６階
 ℡０１１-２９０-５６０１

 北竜町役場住民課国保医療係
 ℡３４－２１１１

　広域連合では被保険者の皆様の医療費総額などについてお知らせする「医療費通知」を年

２回、対象期間に医療機関等を受診した全ての被保険者の皆様へ送付します。

　これは、医療機関の窓口でお支払いいただいた自己負担分を除いた医療費は、後期高齢者

医療制度から支払われていることを具体的に理解していただくとともに、健康管理の重要性

を意識していただくことで、医療費の適正化、ひいては被保険者の皆様の負担軽減を図るこ

とを目的としています。

●医療費の推移が一目で把握でき、ご自身の健康状況の把握や健康管理に活用できます。

●健康診査など皆様の健康増進に役立つ情報をお知らせします。

●診療日数等に間違いがないか確認しましょう。

●このお知らせは、医療費控除の申告手続で医療費の明細書として使用することができます。

●医療費控除の申告に関することは、税務署にお問い合わせください。

●医療機関等の請求遅れや請求内容を審査中のものなど一部の受診記録が記載されてい

ない場合があります。

●自己負担額は、市町村等から医療費助成を受けているなど、記載されている金額と実

際に窓口で支払った金額が異なる場合があります。

●このお知らせは、皆様の受診状況についてお知らせするものであり、請求書ではあり

ません。また、特に手続きなど行っていただく必要はありません。

■医療費通知を全受診者へ送付しています

【イメージ図】

受診年月
診療を受けた
医療機関等

診療区分 日数 医療費総額 自己負担額
食事療養・生活療養費

回数 費用額 標準負担額

H３０年１月 ○○病院 医科外来 １ １８，０００ １，８００

H３０年２月 ××薬局 調剤 １ １０，０００ １，０００

H３０年３月 △△病院 医科入院 ５ ２０２，０００ ２０，２００ １５ １１，４９０ ５，４００

　 　　

合　　　　　計 ２３０，０００ ２３，０００ １１，４９０ ５，４００

発送月 診療月
平成３０年９月（下旬） 平成３０年１月～６月　
平成３１年３月（初旬） 平成３０年７月～１２月
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　　 北竜土地改良区

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に

は
ご
家
族
お
揃
い
に
て
ご
健
勝
で

新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
心
よ

り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃

よ
り
土
地
改
良
区
の
運
営
、
維
持

管
理
、
並
び
に
事
業
推
進
に
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
更
に
組
合
員

の
皆
様
に
は
昨
年
の
通
水
期
間
ご

理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
事
故
な
く

無
事
通
水
を
終
え
る
事
が
出
来
ま

し
た
事
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
大
阪
北
部
地
震
、
西
日

本
豪
雨
、
台
風
、
そ
し
て
北
海
道

で
は
９
月
に
入
り
台
風
21
号
の
襲

来
、
更
に
胆
振
東
部
地
震
が
発
生

し
、
全
国
的
に
自
然
災
害
の
多
い

一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
尊

い
人
命
が
亡
く
な
ら
れ
、
家
屋
、

農
地
、
ダ
ム
、
農
業
関
連
水
利
施

設
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

心
か
ら
の
お
悔
や
み
と
、
被
害
を

受
け
た
皆
様
に
心
か
ら
の
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
一

日
も
早
い
復
旧
、
復
興
を
願
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
当
区

と
し
て
も
幾
分
か
の
力
に
な
れ
ば

と
土
地
連
を
通
じ
て
義
援
金
を
送

り
、
応
援
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
の
冬
は
近
年
に
な
い

雪
の
多
い
状
況
で
し
た
が
、
春
の

好
天
に
恵
ま
れ
、
融
雪
も
早
く
田

植
過
ぎ
ま
で
は
順
調
な
春
作
業
で

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
７
月
上

旬
に
か
け
て
の
長
期
に
わ
た
る
低

温
、
日
照
不
足
、
長
雨
、
大
雨
に

よ
り
、
麦
、
大
豆
、
そ
ば
等
畑
作

物
全
般
に
わ
た
り
生
育
不
良
、
水

や
け
等
に
よ
り
大
幅
な
減
収
と
な

り
ま
し
た
。
米
に
あ
っ
て
も
生
育

不
良
に
よ
る
茎
数
不
足
に
よ
り
作

況
指
数
90
の
不
良
と
８
年
連
続
の

豊
作
と
は
な
ら
ず
、
大
変
残
念
な

結
果
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
し

か
し
平
年
作
、
そ
れ
以
上
の
収
量

を
し
っ
か
り
確
保
さ
れ
た
組
合
員

も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
結
果

を
残
さ
れ
た
組
合
員
の
皆
様
の
日

頃
の
営
農
努
力
に
心
か
ら
の
敬
意

を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
今
進
め
て
い
る
暗
渠
排
水
対
策

を
含
め
た
土
地
改
良
事
業
の
成
果

が
表
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
の
道
営
土
地
改
良
事
業
で

は
、
予
算
の
復
活
も
あ
り
4
地
区

で
工
事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

収
穫
後
の
比
較
的
安
定
し
た
天
候

に
よ
り
工
事
も
順
調
に
進
ん
で
い

ま
す
が
、
一
部
遅
れ
気
味
の
工
区

も
ご
ざ
い
ま
す
。
工
期
内
完
了
に

向
け
て
業
者
さ
ん
に
も
最
大
限
努

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
あ

り
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

今
年
度
の
道
営
土
地
改
良
事
業

に
つ
い
て
は
、
経
営
体
育
成
基
盤

整
備
事
業
北
竜
北
、
北
竜
北
西
、

渭
の
津
地
区
の
事
業
完
了
、
北
竜

南
2
地
区
の
継
続
推
進
、
北
竜
南

１
地
区
の
新
規
施
工
推
進
に
努
め

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
事

業
推
進
に
あ
た
り
期
成
会
、
組
合

員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
農
業
の
持
続
的
安
定
経

営
と
発
展
の
た
め
に
は
計
画
的
な

土
地
改
良
事
業
の
推
進
が
改
良
区

に
課
せ
ら
れ
た
役
割
で
あ
り
、
そ

し
て
事
業
の
早
期
完
了
に
は
何
と

言
っ
て
も
予
算
の
確
保
が
重
要
で

あ
り
ま
す
。
地
域
の
要
望
に
即
し

た
整
備
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要

な
当
初
予
算
を
中
心
と
し
た
予
算

総
額
の
確
保
に
向
け
て
、
引
き
続

き
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
強
力
に
要
請
活
動
を
行
っ
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
今
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
依
然
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
当
区
と
致
し
ま
し
て
、
今
年

も
継
続
、
新
規
事
業
に
推
進
と
施

設
の
効
率
的
な
維
持
管
理
、
経
費

の
節
減
を
目
指
し
、
町
行
政
を
始

め
、
関
係
団
体
の
ご
指
導
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
役
職
員
一
致
協
力

し
て
努
力
い
た
す
所
存
で
御
座
い

ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
の
一
層
の

ご
指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

本
年
も
組
合
員
の
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、
最
良
の
年
に
な
り
ま
す

よ
う
に
、
更
に
豊
穣
の
出
来
秋
と

な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ

新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

ほくりゅう

北
竜
土
地
改
良
区
理
事
長
　
近
江
　
博
信

新
年
の
ご
挨
拶



23 平成３１年１月号

　本年度の臨時総会が去る１１月２０日公民館大ホールにおいて開催され、議長に高田昌幸氏、議事録記名人

に中村尚一氏、浅野義春氏をそれぞれ選任して別掲のとおり全議案が可決されました。

議案番号 件名 内容 結果

承認議案

第１号

平成29年度会計

収入支出決算の承認について

平成29年度会計　収入支出決算の承認を求めるもの。

　収入決算額　　553,428千円

　支出決算額　　508,812千円

　差 引 残 額　　44,616千円

原案

承認

承認議案

第２号

平成29年度　財産目録及び

事業報告の承認について
平成29年度　財産目録及び事業報告の承認を求めるもの。 同

第１号
北竜土地改良区

定款の一部変更について
定款の一部を変更するもの。

原案

可決

第２号
北竜土地改良区

規約の一部変更について
規約の一部変更をするもの。 同

第３号
土地改良財産の

諸規程の一部変更について
諸規程の一部変更をするもの。 同

第４号
北竜土地改良区

会計細則の一部変更について
会計細則の一部変更をするもの。 同

第５号 土地改良財産の交換について 同

第６号
平成30年度会計 収入支出

第1回補正予算について

既定予算額より12,522千円を増額し、

第1回補正予算額を630,224千円とするもの。
同

所在 地目 面積 譲受先 摘要

雨竜郡北竜町字板谷
110番12の内

田 157.33㎡ 川村隆一 無償

所在 地目 面積 譲受先 摘要

雨竜郡北竜町字碧水
72番1他1の内

宅地他１ 139.89㎡ 前田規文 無償

所在 地目 面積 譲渡先 摘要

雨竜郡北竜町字板谷
509番の内

用悪水路 157.33㎡ 川村隆一 無償

所在 地目 面積 譲渡先 摘要

雨竜郡北竜町字碧水
695番

用悪水路 139.28㎡ 前田規文 無償

道営土地改良事業 北竜北地区において次の土地改良事業用地を

普通財産に用途廃止し交換する。

①譲受

②譲受

　譲渡

　譲渡

平成３０年度臨時総会で補正予算などを可決

　平成２９年度会計 収入支出決算 内訳
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適　　　　　　　　　　　　　　　要 金　　額

資　産 円 円
　流　動　資　金 44,616,734 

　　現金及び預金 44,616,734 

　　現金及び預金 44,616,734 

　　一部繰越額 15,000,000 

　　未収金 0 

　　前　払　金 0 

　特　定　資　産 187,647,734 

　　基　本　資　産 88,425,458 

　　備　荒　積　立　金 きたそらち農業協同組合 北竜支所 定期預金 88,425,458 

　　積　立　金 94,944,385 

　　　役員退任功労金積立金 きたそらち農業協同組合 北竜支所 定期預金 1,240,189 

　　　職員退職給与金積立金　 きたそらち農業協同組合 北竜支所 定期預金 41,589,553 

　　　地区除外等決済積立金 きたそらち農業協同組合 北竜支所 定期預金 3,615,643 

　　　道営負担金償還準備積立金 きたそらち農業協同組合 北竜支所 定期預金 48,000,000 

　　　中心経営体農地集積促進事業積立金 きたそらち農業協同組合 北竜支所 定期預金 499,000 

　　貸　付　金 2,533,891 

　　　職員福利厚生資金貸付金 ２件 2,533,891 

　　　出　資　金 1,744,000 

　　　　農林中央金庫　札幌支所 １，２００口 120,000 

　　　　北海道土地改良事業団体連合会 ２５口 250,000 

　　　　北海道信用農業協同組合連合会 ３０口 300,000 

　　　　きたそらち農業協同組合 北竜支所 ２，０９８口 1,049,000 

　　　　北空知信用金庫 ５０口 25,000 

　　　固　定　資　産 5,499,116 

　　　　土　　地 1,609,580 

　　　　　住　宅　敷　地　（和１２番地の２外３筆）　　　　　　　　　８０５．５７㎡ 1,609,580 

　　　　備　　品 3,889,536 

　　　　　自　動　車 3,317,601 

　　　　　測量及び工事用器具 34 

　　　　　事務所用備品 571,901 

　資　産　合　計 237,763,584 

負　債 円 円
　長　期　負　債 1,417,145,694 

　　日本政策金融公庫 128 件 721,309,424 

（利息） 12,432,914 

　　きたそらち農業協同組合 北竜支所 3件 453,778,270 

（利息） 7,101,994 

　　全国土地改良事業団体連合会　 21 件 242,058,000 

　短　期　負　債

　　未　払　金 97,739,504 

　　　適　正　化　事　業 0 

97,739,504 

役員退任功労金必要額 1,240,000 

職員退職給与金必要額 44,883,861 

地区除外等決済金積立金 3,615,643 

道営負担金償還準備積立金 48,000,000 

　負　債　合　計 1,514,885,198 

　財　　産　　目　　録
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土
地
改
良
法
第
１
３
２
条
１
項

の
規
定
に
基
づ
く
土
地
改
良
区
定

期
検
査
が
６
月
25
日
か
ら
27
日
ま

で
の
３
日
間
に
亘
り
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

検
査
に
は
、
北
海
道
総
務
部
法

人
局
法
人
団
体
課
の
寒
河
江
主
幹
、

山
崎
主
査
、
空
知
総
合
振
興
局
の

高
山
調
整
課
長
、
松
浦
指
導
企
画

係
長
、
織
田
主
事
に
よ
り
検
査
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
区
か
ら
は
、

近
江
理
事
長
、
川
上
会
計
担
当
理

事
並
び
に
担
当
職
員
が
対
応
し
、

深
瀬
総
括
監
事
、
岩
倉
監
事
が
立

会
し
ま
し
た
。
今
後
も
さ
ら
に
適

正
な
運
営
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

土地改良区検査について

　

当
区
と
し
て
も
水
難
事
故
防
止

に
万
全
を
期
し
、
色
々
な
啓
蒙
活

動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
が
、
町

民
の
皆
様
の
御
協
力
や
注
意
が
無

け
れ
ば
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
保
護
者
の
皆
様

に
お
願
い
し
ま
す
。
ダ
ム
、
頭
首

工
、
用
排
水
路
な
ど
の
危
険
な
場

所
に
は
子
供
さ
ん
達
を
絶
対
に
近

づ
け
な
い
様
、
事
故
防
止
啓
発
方

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

用
水
路
等
に
ビ
ニ
ー
ル
、
汚
物

等｢

ゴ
ミ｣

を
投
げ
込
ま
れ
ま
す
と
、

通
水
に
支
障
を
き
た
す
だ
け
で
な

く
下
流
の
方
に
大
変
迷
惑
を
か
け

る
と
共
に
サ
イ
フ
ォ
ン
の
呑
口
で

ス
ク
リ
ー
ン
に
集
中
し
ま
す
と
、

水
路
が
あ
ふ
れ
農
作
物
被
害
、
あ

る
い
は
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
恐
れ

も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
絶
対
に
投

げ
込
ま
な
い
よ
う
御
協
力
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を

水
難
事
故
か
ら
守
ろ
う

水
路
等
に

ご
み
を
捨
て
な
い
で
！

組合員の資格に変更があった場合 農地を転用する場合

・組合員の死亡により、農地を相続した場合

・住所や組合員名を変更する場合

・農地の売買、贈与、交換等で名義変更があった場合

・農業者年金を受けるため経営移譲した場合

・農地を宅地等の農地以外に転用する場合

・農地が道路等の公共工事で買収された場合

　農業委員会、農協、役場で手続きを行っても、

　土地改良区に届け出がなければ台帳等の修正は行われませんのでご注意ください。

　各種届出様式は土地改良区で準備しておりますので印鑑等をご持参の上、手続きをお願いします。

農地を転用する場合、決済金がかかります

●農地転用申請と決済金の納付がない限り、土地改良区の土地台帳から賦課面積を削除できませんので、

毎年そのまま賦課金がかかります。

●水田を宅地等に変更する場合、本土地改良区の意見書が必要ですが、交付されるまで現地調査等の事務

手続きに一週間前後の日数を頂きますので余裕を持って申請してください。

●公共道路の転用申請の場合、事業主体との説明会・用地買収・ 契約調印の際は、転用申請、転用決済

金等の問題も十分協議し、必ず土地改良区へ申請するようにお願いします。

　届け出をお願いします！
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福祉灯油代等助成・除雪費助成について

 ●助成対象世帯　　　

　　次の要件１～３をすべて満たしている世帯です。

　　　１　居住要件～１２月１日現在、北竜町に現に居住している世帯(入院者、施設入所者等を除く)

　　　２　所得要件～本年度の町民税が非課税又は均等割のみが課税されている世帯

　　　３　世帯要件～次のいずれかに該当する世帯

　　　　　①世帯主が７０歳以上、同居の親族が６５歳以上の方で構成されている世帯

　　　　　②７０歳以上の独居世帯

　　　　　③６５歳以上の身体障害者又は世帯全員が病弱で除雪が困難な世帯

　　　　　④その他町長が特に認める世帯

 ●助　　成　　額　　（１）玄関前の除雪（２）屋根・窓の除雪

　　　　　　　　　　 上記で業者等へ支払った額の２分の１（ただし、（１）（２）ともに２０，０００円が限度）

 ●申　請　期　間　　平成３０年１２月１４日（金）～ 平成３１年２月２８日（木）までに、

　　　　　　　　　　 領収書等を添付の上、申請書を提出下さい。

除 雪 費 助 成

 ●助成対象世帯　　　

　　次の要件１～３をすべて満たしている世帯です（暖房用に灯油を使用しない住宅に居住している者を除く）。

　　　１　居住要件～１２月１日現在、北竜町に現に居住している世帯(入院者、施設入所者等を除く)

　　　　　　　　　　（１２月１日～３月３１日の間、各月ごとにその月の半分以上の日に自宅に滞在する

　　　　　　　　　　ことが見込まれる方）

　　　２　所得要件～本年度の町民税が非課税の世帯または、町民税の均等割額だけが課税されている世帯

　　　３　世帯要件～次のいずれかに該当する世帯

　　　　　①世帯主が７０歳以上、同居の親族も７０歳以上の方で構成されている世帯

　　　　　②７０歳以上の独居世帯

　　　　　③身障手帳１級及び２級の交付者で、その方の収入で生計を営んでいる世帯

　　　　　④義務教育期間終了前のお子さんを養育し、児童扶養手当を受給している母子世帯及び父子世帯

　　　　　　（扶養義務者等と同居している場合は、

　　　　　　扶養義務者などが町民税非課税世帯または町民税均等割のみの場合に限り対象）

 ●助　　成　　額　　●灯油代：１０，０００円 　　●電気代：６，０００円 　　●ガス代：６，０００円

　　　　　　　　　　　※申請できるのは、灯油代、電気代、ガス代のうち

　　　　　　　　　　　　主力暖房として利用しているもの１つになります。

 ●申　請　期　間　　平成３０年１２月１４日（金）～ 平成３１年２月２８日（木）まで

福 祉 灯 油 代 助 成

　町では今年度においても、在宅福祉の向上を図ることを目的に、次の世帯に暖房用灯油代及び暖房用電

気代、除雪費用の助成を行います。申請方法は、居住要件と世帯要件を満たしている世帯へ申請期限まで

に、担当民生委員等が訪問し申請書をお渡し致しますので、必要事項を記入の上、領収書等と一緒に担当

民生委員にお渡しいただくか、役場住民課福祉係まで提出してください。申請書受理後、所得要件を確認

し後日助成の有無等をお知らせいたします。

【問い合わせ先】　　役場住民課福祉係　℡３４－２１１１
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　新年あけましておめでとうござ

います。輝かしい平成31年の新春

を迎え､町民の皆様に謹んで年頭の

ごあいさつを申し上げますととも

に､日頃から消防行政に対しまして

深いご理解とご協力を賜り厚くお

礼申し上げます。

　さて､毎年のように全国各地で自

然災害が多く発生しており､昨年の

7月には西日本豪雨により多大な

る被害をもたらし多数の方が犠牲

となりました。北海道では9月6日

深夜に発生した北海道胆振東部地

震では､厚真町で震度7を観測し甚

大な被害をもたらし犠牲者も出た

ところです。

　特に地震の影響で苫東厚真発電

所が損壊したことにより､北海道全

域でブラックアウトが発生し長時

間にわたり停電となりました。

　北竜町においても停電が発生し

多くの町民が不安な一夜を過ごし

たことと思います。今回の長時間

にわたる停電を経験し普段からの

備えがとても大切なものとあらた

めて感じました。

　さて､昨年10月に北海道で大規

模な災害が発生し北竜町内におい

て水害により恵岱別橋が崩壊した。

との想定により北海道防災総合訓

練が行われました。訓練内容は陸

上自衛隊が臨時の橋梁を設置し､

国からの緊急支援物資を載せたト

ラックが､臨時の橋梁をわたり避難

所へ輸送するものです。

　合わせて､避難所を老人福祉セン

ターとし和東町町内会のご協力の

もと住民避難訓練が行われました。

大勢の皆さんに参加していただき

感謝とお礼を申し上げます。

　今回行われました訓練を生かす

ためにも､消防はもとより地域住民

の協力が不可欠と思っております。

近年では町内会単位で自主防災組

織が設立されてきておりますので､

これから益々地域住民の防災力が

強化されるものと期待しておりま

す。

●消火栓の除雪に

　ご協力をお願いします

　冬期間は､消火栓が雪に埋もれ水

利確保に困難を極めます。北竜消

防では､随時除雪に努めております

が､降雪の状況によっては対応が十

分に行き届かない場合があります。

この冬も各町内会を始め地域の皆

さんのご協力をお願いいたします。

　これからも北竜消防団といたし

まして引き続き消防防災力の強化､

火災予防対策の推進を図るなど､積

極的に取り組んで参りますので､今

後も皆様のご理解とご協力をお願

い申し上げます。

　最後になりますが､皆様のご健康

とご多幸をお祈り申し上げますと

ともに､本年が災害のない一年であ

りますよう心から祈念申し上げ､年

頭のごあいさつとさせていただき

ます。

　　　北竜町無火災期間（平成３０年１２月２０日現在）
　　　　　　 第１分団区域　　　　　２０６日間
　　　　　　 第２分団区域　　　　　８２５日間

 平成３０年深川地区消防組合管内火災発生件数　　　14件
　 内訳　北　竜　２件　　深　川　８件　　秩父別　０件
　　　　 妹背牛　１件　　沼　田　１件　　幌加内　２件

深川地区消防組合北竜消防団

団　長　  　加  藤    宰

謹 賀 新 年

平成31年1月8日(火) 14時30分より出初式を消防庁舎前で開催いたします。

分列行進時には､国道275号線の一部交通規制がございますので､ご協力お願いします。

平成３１年 北竜消防出初式
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北竜町立診療所

午後休診日のお知らせ
　１月１６日(水)は、午後３時より浦本先生が深川市において介護認

定審査会に出席のため、午後より休診となります。午前中は診察を行っ

ています。
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。
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。
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診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．２４５

覚悟と納得
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北竜町教育委員会

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

1/4 （金）初心者スキー教室（～5日） 町営スキー場 10:00～

1/5 （土）成人式 公民館 14:00～

1/12（土）子どもと高齢者のふれあい事業
[かるた大会・豆まき]

公民館 9:30～

1/16（水）
真竜小学校始業式 真竜小学校

北竜中学校始業式 北竜中学校

1/17（木）ひまわり大学講演会 公民館 10:00～

1/24（木）北竜中学校入学説明会 北竜中学校 14:35～

1/25（金）真竜小学校一日入学 真竜小学校 10:15～

1/26（土）第41回ライオンズクラブ杯争奪
女性ミニバレーボール大会

改善センター 9:00～

生涯学習カレンダー

図書館から新刊のお知らせ

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間

1月7・14・21・28日 ／ 2月4日（毎週月曜日）
臨時休館日1月1日～1月6日（年末年始のため）

火～土曜日 9:00～18:00 日曜日 9:00～17:00

　１１月１５日に、北海道立青少年体験活動支援施

設ネイパル深川より、社会教育主事の一関真希夫氏

をお招きして「楽しく脳トレ・コミトレ講座」と題

した講演会を実施しました。

　講演の冒頭では、講師の一関氏が北竜町出身でも

あることから、北竜町での懐かしい思い出などをお

話しいただく場面もありました。

　脳トレ・コミトレ講座では軽く頭を使うゲームや、

絵本の読み聞かせなども行っていただき、充実した

講演会となりました。

ひまわり大学１１月講座を開催

　１２月８日、改善センターにて児童２３名参加の

もと「餅つき体験会」を行いました。

　子どもたちは３つの班に分かれ、餅つきとレクリ

エーションを順番に実施。

　餅つきでは、重たい杵に悪戦苦闘しながらも、推

進委員さんから手ほどきを受け、力いっぱい美味し

いお餅をつきあげました。

　レクリエーションでは、１０コの紙コップの中の

どれか一つに入っているピンポン球を当てるゲーム

やペットボトルのキャップを時間内にたくさん移し

替えるゲームなどを行いました。

　餅つき終了後には、みんなでついたお餅で作った

お雑煮や納豆餅、海苔餅などをお腹いっぱい味わい、

盛会のうちに終了となりました。

子どもと高齢者のふれあい事業を開催

　１１月２５日、９８名参加のもと、第５１回女性

レクリエーション大会を実施しました。

　１３の町内会が４つのチームに分かれ、飛ばした

スリッパの距離を競う「飛ばせスリッパ」やストラッ

クアウトの抜いた的の点数がそのまま得点となる「逆

転をねらえ」など６種目の競技を実施。

　総合得点での優勝を争いつつも、歓声や笑い声を

交え、親睦を深めながらレクリエーションを楽しみ

ました。

　競技結果については、板谷、西川、桜岡の３町内

会からなる赤チームが見事に優勝に輝きました。

第５１回女性レクリエーション大会を開催

・掟上今日子の乗車券　　　　　　  　　     西尾 維新

・ミニオンズ バナナバナナバナナ！  ステファン・ラパス

　　　他多数の新刊が入りましたのでお知らせします。
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保育士

カフェの店長

けいさつかん

けいさつかん

ペットショップの店員さん

動物の保護施設スタッフ

プロ野球選手

プロ野球選手 公務員
小さい子が好きだから、小さ
い子のお世話をしたり、いっ
しょに遊んだりしたいから。

テレビでみたような、かっこい
い人みたいに接客をしたいから。

たくさんの人などをたすけれ
るような人になりたいから

けいさつかんになって、いろ
んな人を守りたいから。

動物のお世話をしたいから。

動物を助けて喜んでもらいた
いから。

プロで活躍をしている人を見て、
自分もそこでプレーしたいから。

プロ野球の試合を見て、僕も
やりたいと思ったから。

人の役にたちたいから。
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